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バッファローファミリーのSPIRITSを
日本に伝える注目ブランド
マカハビーチに息づく、父から子へ、そして孫へと受け継がれる魂。
その伝統を形にしたプロダクツこそが「Real B Voice」だ。

Real B Voice
リアルビーボイス

Board／Surf Wear／Wet Suits

マカハから日本に響く
“真のバッファローの声”

長きに渡り、マカ
ハの海を守り続け
ているレジェンド。
マカハのすべて住
人にとっての“ア
ンクル”として、
70歳を越えた今
も海を見守るマカ
ハの象徴的存在

バッファロー・
ケアウラナ

バッファロー・フ
ァミリーの長男。
ライフガードとし
てさまざまなライ
フセービング技術
を開発し、世界中
にその知識を広め
ている生粋のウォ
ーターマン

ブライアン・
ケアウラナ

Real B VoiceBrand

達から集められるフィードバックをもとに、サーフ
ィンやライフセービングの現場で本当に必要となる
要素を持ち合わせたそのプロダクツは、どれも海を
楽しむための機能が満載。身に付ければ、あなたも
彼らの考えを感じ、真のウォーターマンへの一歩を
踏み出すことができるだろう。
　今、「Real B Voice」を通して、日本にもマカハ
で生まれた伝統が引き継がれようとしているのだ。

らは生活そのものを海と共有しているファミリーと
してハワイでも広くその名を知られている。
　そのマカハに脈々と続く伝統を日本に伝えるため
に始まったのが、「Real B Voice」である。“真のバ
ッファローの声”を伝えるこのブランドからリリー
スされるプロダクツは、真のウォーターマンに必要
とされる機能とデザイン性を併せ持っていることが
最大の魅力だ。ライダーやマカハのウォーターマン

　オアフ島西部に位置するマカハビーチ。マカハは
昔から数々の優秀なウォーターマンを生み出し、サ
ーフィン創世記から60年代半ばにかけて世界大会
が開かれてきた地として、サーフィンの聖地である
ハワイにおいても特別な場所である。そこに古くか
ら暮らし、今の文化を築きあげてきたのが、真のウ
ォーターマンファミリーといわれるバッファローフ
ァミリーだ。バッファロー・ケアウラナを始め、彼

Real B Voiceを支える5人のシェイパー達

林利夫
サーフボードはもちろん、瀬いるボード
やパドルボードまでもシェイプする筋金
入りのシェイパー。そのテクニックやア
イディアは今も日々進化を続けている

泉健二（Kenny）
サーフィン暦40年、シェイプ暦
30年のベテランシェイパー。千
葉県の太東海岸を拠点に“型にと
らわれないボード造り”をコンセ
プトにシェイプを手がける

'80年代には、ASPのトッププロとして活躍。さまざまなブランドで
シェイパーとしての経験を積んだ後に独立し、現在はマカハに居を構
える。ブライアンらと新しいボード開発に取り組む毎日を送っている

デイヴ・パーメンター

問い合わせ Real B Voice JAPAN（Real B Voice 事業部）　〒111-8081　東京都台東区駒形1-4-8
TEL：03-3847-5178　FAX：03-3847-5224　URL：rialbvoice.com

ROCKET FISH
5’11”×53cm×6.3cm
￥133,000

山中卓雄
ウォーターマンとしての自身の経験と揺
るぐことのない独自のコンセプトをもと
にボードをシェイプ。数々のプロ達をサ
ポートしてきたベテランシェイパー

前鶴隆治
鹿児島でシェイプ、ブラシ、ラミネート
とすべての工程を自ら手がけている若手
シェイパー。型にとらわれず、自由で癖
のないボードの仕上がりに定評あり

EASY RIDER
7’6”×55.2cm×6.3cm

HI-PERFOMANCE ☆☆☆
5’11”×46.4cm×5.1cm
￥116,000

ALL ROUND
9’0”×57cm×7.4cm
￥230,000

BK PRO
10’0”×69cm×9.8cm　
￥258,000（ブラシ別）

一般的には、道具を選ばずさまざまなウォータースポーツをこなす人を“ウォ
ーターマン”と呼ぶ。マカハはウォータースポーツに親しむ人の多いハワイの
中でも、特に優れたウォーターマンを輩出する地として知られている。幼い頃
から海を遊び場として育ち、海で年長のものが自然と下の子達の面倒を見てさ
まざまなことを教える。そんな良き伝統の残る環境なので、波があればショー
トボードやロングボード、ハワイアンカヌー、波がないなら素潜りや釣りまで、
いろいろな方法で海を楽しむ優れたウォーターマンが生まれるである。

マカハが優れた“ウォーターマン”を生む理由とは？
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ショートボードはP.126、ロングボードはP.154、SUPはP.163をそれぞれチェック！
マカハとバッファローファミリーのヒストリーは、4月10日発売「NALU70」に詳しく掲載予定


